
 氏名

 所属

井上順一朗

神戸大学医学部附属病院

私は２００５年に理学療法士免許を取得後一貫してがん患者に対する理学療法の臨床、
研究、教育に従事してまいりました。
臨床および研究においては、造血幹細胞移植や食道がん等のがん患者に対する理学療法
の実践およびエビデンスの確立に努め、『がんのリハビリテーションガイドライン』や
『がんのリハビリテーション診療ガイドライン第２版』の策定にも尽力してまいりまし
た。
また、教育においては、養成校におけるがんの理学療法に関する講義や臨床実習指導者と
して後進の育成に努め、『神戸大学がんプロフェッショナル養成プラン「がんリハビリ
テーション・インテンシブコース」』や『がんのリハビリテーション研修』における講
師・ファシリテーターを通して、わが国におけるがん患者に対するリハビリテーションの
普及啓発、教育、研究の推進などの活動を行ってまいりました。
その活動の中で、わが国におけるがんの理学療法の教育やわが国発のエビデンスの確立が
未だ不十分であることを痛切に感じております。そこで、本研究会を通してがんの理学療
法の啓発や実践、教育システムの構築、研究の促進を進めてまいりたいと思い、今回理事
に立候補いたしました。これらの活動を通して、本研究会の発展とともに、国民の健康と
ＱＯＬの向上に貢献していきたいと考えております。

本研究会の前身である『がん理学療法部門』より運営幹事として部門事業の企画・運営に
携わってきました。
また、『日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会』に移行後も副理事長および理学療法標準
化検討委員会・ガイドライン部会担当として、研究会事業の企画・運営に携わっておりま
す。

 立候補の趣旨

 役員歴

48 年齢



 氏名

 所属

明崎禎輝

高知リハビリテーション専門職大学
　理学療法学専攻

私は，これまで臨床現場や大学教員として業務に携わってきました．がん医療は，
手術や薬物療法などの治療に加えて，リハビリテーションの実施も重要となります．
本邦において，がんリハビリテーションの重要性に対する認知度は十分ではなく，
参考となる文献（日本語）や著書も少ないのが現状であろうかと思われます．
そのため，がんリハビリテーションの必要性，知識・技術および効果を普及させ，
がんリハビリテーションの発展とがんリハビリテーションに関わる理学療法士の
認知度向上に貢献したいと考えております．
ご支援の程，どうぞ，よろしくお願い申し上げます．

・ＡＭＥＤ「外来がんリハビリテーションプログラムの開発に関する研究」コアメンバー
・「理学療法学」，「Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｔｈｅｒａｐｙ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ」査読委員

活動歴：講演、シンポジスト
・平成２７年～令和１年：第１～５回愛媛県がんのリハビリテーション研修における講師
・平成２８年：中国・四国グループ　理学療法士・作業療法士スキルアップ研修会
　　において，「骨転移患者に対するリハビリテーションの重要性」のテーマで講義
・平成２８年：第７０回国立病院総合医学会　「リハビリテーションを行う
　　骨転移患者に対する多職種連携の取り組み」の演題でシンポジストを実施
・平成２９年：第６回日本がんリハビリテーション研究会「がんセンターにおける
　　外来がんリハビリテーションの取り組み」の演題でシンポジストを実施
・平成３０年：国立病院機構中国・四国ブロック地区単位人材育成事業「骨転移患者に
　　対するリハビリテーション：当院での研究内容」のテーマで講義
・平成３０年：愛媛県理学療法士会　第３回一般研修会「予防，周術期，
　　進行期における乳がん患者のリハビリテーション」の演題で講演
・令和３年：第５８回日本リハビリテーション医学会学術集会「高齢乳がん患者に
　　対するリハビリテーション治療：若年層との比較」の演題でシンポジストを実施

 立候補の趣旨

 役員歴

42 年齢



 氏名

 所属

吉田裕一郎

宮崎善仁会病院

がん理学療法部門設立時から研究会発足まで、運営幹事、理事として携わってまいりまし
た。
そのなかで、広報担当としてホームページ管理、メールマガジン配信などによる研究会活
動の発信、またがん理学療法カンファレンス、緩和理学療法カンファレンスなどの学術事
業の企画を行ってまいりました。
がん・リンパ浮腫領域は、他の理学療法領域と比べてエビデンスや経験知の面でも未熟な
領域です。しかしながら、自身のこれまでの活動のなかで少しずつその成長と広がりも感
じてきています。
私たち理学療法士にとって、がん・リンパ浮腫領域への対応は今後さらに重要なものと
なっていきます。理学療法士が自信を持って関わっていけるためには、さらなる学術的発
展を進めることも必要です。そして、理学療法士が患者とその家族に寄り添い、共に病に
立ち向かうことができる体制や環境づくりが求められます。
研究会活動を通じて、一人でも多くの会員の方の臨床に繋がっていけるよう尽力いたす所
存です。
どうぞよろしくお願いいたします。

がん理学療法部門運営幹事（２０１６年～）
日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会理事（２０２１年～）

 立候補の趣旨

 役員歴

45 年齢



 氏名

 所属

古後晴基

西九州大学　リハビリテーション学
部

日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会の理事に立候補致しました古後晴基と申します。
１９８７年に理学療法士になって臨床１７年、教育・研究分野１８年になります。
現在、私は西九州大学に所属し、浮腫をテーマに様々な研究に取り組んでいます。
浮腫は臨床でよく観られるため、研究成果を多くの患者様へ還元できると考えています。
更には、名称独占のみの国家資格である理学療法士を発展させるとも考えています。
このたび、日本理学療法学会連合の法人学会・研究会が発足するにあたって、
日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会の発展に微力ではありますが貢献したいと思い、
理事に立候補しようと決意致しました。
ご支援賜ります様、お願い申し上げます。

 立候補の趣旨

 役員歴

56 年齢



 氏名

 所属

國澤洋介

埼玉医科大学 保健医療学部 理学療
法学科

この度、日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会理事選挙に立候補させていただきました。
私は、本会の前身であるがん理学療法部門設立時より部員として、部門の活動に参加して
まいりました。現在は、評価の標準化ＷＧ（骨転移部会）、研究推進委員会（学会連合）
などを担当しております。
がん患者リハビリテーション料の算定可能となった２０１０年以降、がん理学療法の必要
性は広く認知されることとなり、多くの理学療法士が本会の活動にも興味を持っていただ
くことができました。一方、がん理学療法における評価や介入に関する教育体制、さらに
は専門・認定制度はまだ確立されておりません。
これからも、がん理学療法に関する卒前・卒後教育の充実、新生涯学習制度における専
門・認定理学療法士（がん・リンパ浮腫）の設立、関連職種や関連団体との連携強化に向
けて取り組んでまいります。

日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会　理事・評議員　２０２１年〜現在
日本理学療法学会連合　研究推進委員会　委員　２０２１年〜現在
日本緩和医療学会　学術大会支援メンバーＷＧ　ＷＧ員　２０２２年〜現在
埼玉県理学療法士会　がんリハビリテーション推進委員会　委員長　２０１３年〜現在
日本理学療法士学会　がん理学療法部門　部員　２０１７年〜２０２１年
日本理学療法士学会　第１回がん理学療法部門カンファレンス　準備委員長　２０１７年
日本理学療法士学会　第２回がん理学療法部門研究会　副大会長　２０１９年

 立候補の趣旨

 役員歴

48 年齢



 氏名

 所属

松村和幸

手稲渓仁会病院

私は、がん理学療法部門設立時より運営幹事として、そして、部門が研究会に移行してか
らは副理事長という立場で運営を支えてきました。研究会に移行しましたが、がん理学療
法が学術として発展していくため、これまでの事業の継続や新たな事業を行うために
は、これまで携わってきた立場から規定やマニュアルの整理など多くの課題があると考
えています。
がん患者の生存率が上がり、がん理学療法の役割やニーズは今後も高まると考えられま
す。がん理学療法が学術として発展していくとともに研究会から学会に移行して独立する
ため、また、当会が適正かつ円滑に運営できるよう、尽力して参ります。
ご支援のほど、何卒宜しく御願い致します。

２０１５年〜２０２１年　日本理学療法士学会　がん理学療法部門　運営幹事
２０１９年　第４回がん理学療法カンファレンス　準備委員長
２０１９年　第６回がん理学療法カンファレンス　準備委員長
２０２１年〜　日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会　副理事長
２０２１年　第４回日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会学術大会　準備委員長

 立候補の趣旨

 役員歴

38 年齢



 氏名

 所属

森山武

市立函館病院

２０１７年より前身であるがん理学療法研究会の運営部員として活動し、２０２１年より
財務担当理事として務めさせていただきました。
今後も引き続き、がん・リンパ浮腫理学療法分野の発展に携わるべく立候補致します。
理学療法士の活動は医療介護分野から障害予防、学校保健や就労支援など地域住民に密接
に関わり貢献することが求められています。
また、来年度の生涯学習システムの変更は子育て世代、地方在住者にとっては厳しい環境
が予想されます。
がん・リンパ浮腫理学療法分野においても前記問題に加え、養成校でのがん分野・リンパ
浮腫分野の教育など多くの課題があるかと思います。
これらの問題を少しでも好転できるように尽力する所存です。
皆様のお力添えをいただきたくお願い申し上げます。

２００３～２０１２年度　北海道理学療法士会　道南支部　学術教育部員
２０１３～２０１８年度　北海道理学療法士会　道南支部　学術教育部長
２０１７～２０１８年度　北海道理学療法士会　道南支部　副支部長・学術教育部長
２０１７～２０２０年度　日本理学療法士協会　がん理学療法部門　運営部員
２０１９～２０２０年度　北海道理学療法士会　道南支部　支部長
２０１２年度～函館がんのリハビリテーション研修会　実行委員
２０１９年度～南渡島地域リハビリテーション推進会議　理事・運営委員
２０２０年度～日本理学療法士協会　がん理学療法部門　評価標準化ＷＧ（血液腫瘍）
２０２１年度～北海道理学療法士会　理事
２０２１年度～日本理学療法学会連合　がん・リンパ浮腫理学療法研究会　理事（財務担
当）

 立候補の趣旨

 役員歴

46 年齢



 氏名

 所属

幸坂真宏

富士宮市立病院

日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会の理事に立候補いたしました幸坂真宏です。
私は２０１２年から静岡県内でがん理学療法に関する活動を始め、現在では日本がん・
リンパ浮腫理学療法研究会でも活動をさせていただいております。
私は今まで地域の中核病院に勤務し、さまざまな病期のがん患者さんに理学療法を
実施してきました。
その中でがん・リンパ浮腫に対する理学療法の発展のために必要なことは療法士の知
識・技術の底上げだけでなく、仲間づくりや地域との連携だと感じております。
これらをテーマに本研究会で活動していきたいと考えております。
どうぞよろしくお願いいたします。

２０１２年度　静岡県理学療法士会　内部障害系専門部会　がんのリハビリテーション班
２０１７年度　日本理学療法士学会　がん理学療法部門　幹事
２０１８年度　第１回がん理学療法部門研究会　準備委員長
２０１９年度　静岡県理学療法士会　内部障害系専門部会　がんの理学療法班　班長
２０２１年度　静岡県理学療法士会　内部障害系専門部会　部会長
２０２１年度　日本理学療法学会連合　日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会　理事
２０２１年度　第３回緩和理学療法カンファレンス　準備委員長

 立候補の趣旨

 役員歴

40 年齢



 氏名

 所属

高倉保幸

埼玉医科大学

　理学療法士養成校を卒業後、癌研究会附属病院（現がん研有明病院）で１５年間、埼玉
医科大学総合医療センターで８年間の臨床経験を積んだ後、現在は埼玉医科大学保健医療
学部でがん理学療法を含めた教育を主軸に、がんを中心とした研究と週に１度の臨床活動
を行っています。
　がん患者リハビリテーション料が診療報酬として制定される以前からがんの診療と研究
活動を行ってきたという背景から、２０１０年には日本理学療法士協会の推薦を受けて厚
労省後援がんリハビリテーション研修会合同委員に就任し、がんリハビリテーションの普
及と発展に務めてきました。
　２０１５年からは日本理学療法士協会　がん理学療法部門運営幹事（代表）を務め、２
０２１年には日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会を発足させ理事長を務めています。ま
た、癌研究会附属病院では全国の骨軟部腫瘍患者の登録と統計解析を責任者として担当し
てきた経験を活かし２００５年から毎年統計手法・研究法の講習会を開催し、２０２０年
にはリハビリテーションリサーチメソッド研究会を発足させ理事長を務めています。
　今後は、当研究会理事として以下の活動を推進していきたいと考え立候補致します。
①学術的情報の交換と関係者の交流を深めるために学術集会や地方会をできるだけ多く開
催する。
②新しい統計手法・研究手法を取り入れて研究方法論を発展させていく。
③評価法の標準化とともに多施設共同研究を推進する。
④研究サポート事業を中心として研究を志す会員を育成する。
⑤診療に関する制度の発展を目的にした情報をまとめて発信する。

２０１５年～２０２１年　日本理学療法士協会　がん理学療法部門運営幹事（代表）
２０１６年～現在　　日本理学療法士協会　分科学会・部門　総合連絡調整委員会委員
２０２１年～現在　　日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会理事長

 立候補の趣旨

 役員歴

58 年齢



 氏名

 所属

黒岩澄志

昭和大学藤が丘病院

　私はこれまでがん理学療法部門部員、日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会評議員とし
て、主にがんリハビリテーション研修会の講師や研究サポート事業に従事致しました。
　がんリハビリテーション研修会に関しては、開胸・開腹術の標準スライドを作成しまし
た。現在左記研究会の集合学習がｅ－ラーニングで行われており、ｅ－ラーニング上での
開胸・開腹術のセッションの講師を務めております。
　全国各地で開催されているがんリハビリテーション研修会のうち、神奈川がんリハビリ
テーション研修会の実行委員長を務めており、がんリハビリテーション研修会の企画にも
従事しております。
　この経験を、本研究会の発展に貢献したいと思い、立候補致しました。
　何卒宜しくお願い申し上げます。

２０１９年１０月～２０２１年７月：公益社団法人日本理学療法士協会　がん理学療法部
門部員
２０２１年７月～：日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会評議員
がんリハビリテーション研修会講師　開胸・開腹術標準スライド作成
神奈川がんリハビリテーション研修会実行委員長

 立候補の趣旨

 役員歴

38 年齢



 氏名

 所属

福島卓矢

国立がん研究センター中央病院

がん・リンパ浮腫の理学療法に関わる中で，がん患者の療養の質向上
ならびに本研究会の発展に微力ながら貢献したいと強く感じ，
この度立候補させていただきました．
そして，本研究会で進められている事業の中でも，研究推進，
特に「臨床で活用できる本邦から発信された研究」が必要であると
感じております．
わたくしはこれまで，総合病院，大学病院，がん専門病院に勤務し，
様々ながんやリンパ浮腫に対する臨床に従事してまいりました．
少しでも対象者に貢献できる理学療法を進めるべく，確立された
エビデンスを参考にしてきましたが，そのほとんどが国外で得られた
知見であり，がん種や病期が偏っている事実を目の当たりにしました．
そのため，本邦から生まれた臨床疑問に関しては，既存のエビデンス
のみならず，本邦から発信された研究によって評価法や治療法を確立
する必要があると感じました．
わたくし自身，臨床研究（リンパ浮腫，血液がん，周術期）もあわせて
進めているところではありますが，個人や単施設での検討にとどまって
いる現状にあります．
本研究会を軸の一つとした多施設研究を推進することで，評価・治療法
の確立・開発に繋がり，ひいてはがん患者の療養の質向上に大きく貢献
できるものと考えております．その実現のために，臨床・研究を多施設で
進めていける体制を皆さまと構築していきたいと考えております．
皆さまのご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます．

２０２１年～　日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会評議員

 立候補の趣旨

 役員歴

34 年齢



 氏名

 所属

森拓也

京都大学

がんリハビリテーションは、世界的にも科学的根拠の不足した重要分野であり、
研究会で活発な学術活動が必須の分野と感じています。
先んじて医師主催のがん関連学会に数多く参加していましたが、理学療法の分野から
独立した形の研究会は非常に興味深いものであります。
私自身はがん悪液質由来の骨格筋萎縮に関する基礎研究に常日頃より従事し、
当該分野の臨床との橋渡しの重要性を痛感しております。
ただ近辺で小規模な環境では、科学的根拠の創出までに様々な制約が付きまとうため、
研究会がそのアシストをできるような会になれば理学療法研究分野のがん研究は一層の
飛躍をすると考えます。
研究会の在り方にも議論の余地は十分にあり、若手研究者が自由に研究の着想を
研究会に提案し、研究会自体が公募型研究の推進などに力を注げるような形になれば
と思い立候補しました。
基礎と臨床が化学反応を起こす、または起こさせるような研究会の在り方を提案します。

理学療法協会ガイドライン作成委員会システマティックレビュー班員
がん・リンパ浮腫
第４回日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会　学術大会　査読委員

 立候補の趣旨

 役員歴

31 年齢



 氏名

 所属

山本優一

北福島医療センター

がん理学療法部門の頃より当研究会の運営に携わってまいりました。
現在は国際担当理事としてＷＰＴサブグループであるＩＰＴ－ＨＯＰＥとの連携を担当し
ております。
ＩＰＴ－ＨＯＰＥ内にはＨＩＶ／ＡＩＤＳ、Ｐｅｄｉａｔｒｉｃｓ、
Ｌｙｍｐｈｅｄｅｍａ、Ｏｎｃｏｌｏｇｙ、Ｐａｌｌｉａｔｉｖｅ－ｃａｒｅの
スペシャルインタレストグループが立ち上がり、
各国代表者による組織化が始まったところです。
このように当研究会に関連する国際活動は、
開設からまだ日が浅く組織の体制整備の真っ最中です。
引き続き職務を担当させていただき、
研究会の体制構築を進めてまいりたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

日本理学療法士学会がん理学療法部門　運営幹事
日本理学療法士学会がん・リンパ浮腫理学療法研究会　理事
日本リンパ浮腫学会　評議員

 立候補の趣旨

 役員歴

42 年齢


